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文部科学省「小学校学習指導要領（平成２９年告示）」

学習指導要領を確認しましょう学習指導要領を確認しましょう学習指導要領を確認しましょう学習指導要領を確認しましょう



小学校国語科の目標小学校国語科の目標小学校国語科の目標小学校国語科の目標
言葉による見方･考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資
質･能力を次のとおり育成することを目指す。

（1） 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うこ とができるようにする。
〔知識及び技能〕

（2） 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。
〔思考力、判断力、表現力等〕

（3） 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊
重してその能力の向上を図る態度を養う。

〔学びに向かう力、人間性等〕
「小学校学習指導要領（平成２９年度告示） 解説 国語編」



児童が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意
味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への
自覚を高めること

「小学校学習指導要領(平成２９年告示)解説 国語編」 p.１2

「「「「言葉言葉言葉言葉によるによるによるによる見方見方見方見方････考え方」を働かせる考え方」を働かせる考え方」を働かせる考え方」を働かせる

「言葉」にこだわること



国語科においては、言葉を通じた理解や表現及び
そこで用いられる言葉そのものを学習対象として
いる。

何を学ぶのか何を学ぶのか何を学ぶのか何を学ぶのか

「小学校学習指導要領(平成２９年告示)解説 国語編」 p.１2



語彙指導の改善・充実語彙指導の改善・充実語彙指導の改善・充実語彙指導の改善・充実
語彙を豊かにすることに関する事項である。
語句の量を増すことと、語句のまとまりや関係、構成や変化について理

解することの二つの内容で構成している。
中央教育審議会答申において、「小学校低学年の学力差の大きな背景に

語彙の量と質の違いがある」と指摘されているように、語彙は、全ての教
科等における資質・能力の育成や学習の基盤となる言語能力の重要な要素
である。このため、語彙を豊かにする指導の改善・充実を図っている。

「小学校学習指導要領(平成２９年告示)解説 国語編」 p.１9



語彙指導の改善・充実語彙指導の改善・充実語彙指導の改善・充実語彙指導の改善・充実



学習の系統性の重視学習の系統性の重視学習の系統性の重視学習の系統性の重視
C 「読むこと」の指導の系統表(一部抜粋）

国語科の指導内容は、系統的・段階的に上の学年につながっていくとともに、螺旋的・反復
的に繰り返しながら学習し、資質・能力の定着を図ることを基本としている。

「小学校学習指導要領(平成２９年告示)解説 国語編」 p.10



（1）読むことに関する次の事項
を身に付けることができるように
指導する。

（２）（1）に示す事項について
は、例えば、次のような言語活
動を通して指導する基とする。

指導事項

言語活動例

言語活動の創意工夫言語活動の創意工夫言語活動の創意工夫言語活動の創意工夫



学習の系統性の重視学習の系統性の重視学習の系統性の重視学習の系統性の重視/ / / / 授業改善のための言語活動の創意工夫授業改善のための言語活動の創意工夫授業改善のための言語活動の創意工夫授業改善のための言語活動の創意工夫


